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第110回那覇市議会会議録




臨時会








那覇市告示第１６号

１９６９年４月１５日







那覇市議会議員喜舎場盛一ほか８人の請求により第１１０回那覇市議会臨時会を次のとおり招集する。







那覇市長　平良良松

























１．期日　　　　１９６９年４月１８日（金）







２．場所　　　　那覇市議会議場







３．付議事件







（１）　沖縄の祖国復帰に関する要請決議について







第１１０回那覇市議会臨時会会期日程







１９６９年４月１８日　　１日間












	月

	日

	曜

	種別

	日程

	備考




	４

	１８

	金

	本会議

	決議案上程、説明聴取、質疑、討論、表決

	












本会議　　１日間












第110回那覇市議会会議録







臨時会




上程案件







決議案第３号




沖縄の施政権返還に関する要請決議




沖縄の施政権返還に関する要請決議を別紙のとおり決議する。




１９６９年４月１８日




提出者

那覇市議会議員

喜舎場盛一

大山盛幸

金城吾郎




賛成者

那覇市議会議員

宮良永昌

黒潮隆

又吉久正

平良真次郎

高良一

大浜長弘

真栄城嘉園

金城重正

比嘉佑直

辺野喜英興




提案理由

　沖縄がアメリカの軍事的植民地統治下におかれて２４年の歳月が過ぎた今日今尚施政権返還の実現をみてないことは、誠に遺憾であり、今こそ市民の総意を体し、強く要請する必要があるため、この案を提出する。




沖縄の施政権返還に関する要請決議




　沖縄が祖国日本から、分断されアメリカの軍事的植民地統治下におかれてから２４年の歳月が経過した。

　那覇市議会は、市民の総意を体し過去１１回も要請決議をして来たが、それが入れられず、今日まで犠牲と忍従を強いられてきたことは誠に遺憾である。

　沖縄がアメリカの軍事基地としてベトナム戦争の前進作戦基地として使用され、最近では、Ｂ５２機墜落事故、原潜寄港による放射能汚染等基地から派生する諸事件は、沖縄全県民の人権と生命に関する重大な問題であり、正に人道的見地から許されるものではない。

　かかる事象は、アメリカの軍事優先支配から起こること勿論である。四分の一世紀の長期に亘り、他国の領土を支配することは、いかなる理由があるにせよ国際正義の上から許容されるものではない。

　よつて那覇市議会は、日米両政府が、沖縄の施政権返還につき具体的計画を樹立し、すみやかにその時期を明確にして、積極的な措置を講ずるよう強く要請する。




１９６９年４月１８日

那覇市議会












第110回那覇市議会会議録







臨時会




上程案件

処理結果







第１１０回那覇市議会（臨時会）処理結果







	１９６９年４月１８日　　
	（午前１０時０９分開会）

	（午前１０時１８分閉会）













1．本会議

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	顚末




	年

	月

	日

	番号




	69

	4

	18

	


	会議録署名議員の指名

	議長

	１番議員

２番議員




	


	


	


	


	会期の決定

	〃

	１日間




	


	


	


	決３

	沖縄の施政権返還に関する要請決議

	４番議員

外１２名

	原案可決
















第110回那覇市議会会議録







臨時会

４月１８日（金曜日・１日間）





１９６９年第１１０回那覇市議会会議録（臨時会）




〇　４月１８日（第１日）

	（午前１０時０８分開会）

	（午前１０時１８分閉会）















〇　出席議員（２３名）





	　１番
	安見福寿君
	１６番
	仲本安一君


	　２番
	椿秀義君
	１８番
	大山盛幸君


	　３番
	大浜長弘君
	１９番
	又吉久正君


	　４番
	喜舎場盛一君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　５番
	山川正平君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	　６番
	儀間真祥君
	２３番
	喜久山朝重君


	　７番
	瀬長フミ君
	２４番
	平良真次郎君


	　８番
	黒潮隆君
	２５番
	高良一君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２６番
	比嘉佑直君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２７番
	比嘉朝四郎君


	１４番
	宮良永昌君
	２９番
	辺野喜英興君


	１５番
	久高友敏君










○欠席議員（６名）





	　９番
	友利栄吉君
	１７番
	金城吾郎君


	１０番
	吉浜朝一君
	２１番
	金城重正君


	１２番
	金城庄瑞君
	２８番
	平良亀助君












〇　事務局出席者


	局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君


	議事課長
	新垣襄二君


	調査係長
	亀島美一君


	議事係長
	永山盛広君


	　
	　


	記録係長
	山城正信君


	主事補
	徳村政保君







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






１９６９年第１１０回那覇市議会臨時会議事日程第１号




１９６９年４月１８日（金曜日）午前１０時開議







第１　　　会議録署名議員の指名




第２　　　会期の決定




第３　　　決議案第３号　沖縄の施政権返還に関する要請決議

（議員　喜舎場盛一ほか１２名提出）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







〇　会議に付した事件

（議事日程と同じ）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（高良　一君）

　これより、１９６９年第１１０回那覇市議会臨時会を開会いたします。これより、本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配付してある議事日程第１号のとおりであります。諸般の報告をいたします。

４月７日付沖縄祖国復帰協議会、会長喜屋武真栄から「４・２８諸行動に対する協力要請について」文書が送付されておりました。

４月１８日付、議員喜舎場盛一ほか１２名から決議案第３号「沖縄の施政権返還に関する要請決議」書が提出されておりました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　議長（高良　一君）

　日程第１「会議録署名議員の指名」を行ないます。会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長において、安見福寿君、椿秀義君を指名いたします。




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







○　議長（高良　一君）

　日程第２「会期の決定」を議題といたします。おはかりいたします。今期臨時会の会期は、本日４月１８日１日間といたしたいと思います。

（「異議なし」という者あり）






○　議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて会期は本日１日間といたしました。




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　議長（高良　一君）

　日程第３、決議案第３号「沖縄の施政権返還に関する要請決議」を議題といたします。提案者の説明を求めます。




○　喜舎場　盛一君

　戦後２０有余年あらゆる難題を克服し、さらにあらゆる機会をとらえまして沖縄の祖国復帰問題を訴え続けてまいつたのでございますが、未だにその実現がなされていないことを遺憾に思う次第でございます。

那覇市議会も今日の決議をもつて１２回になるわけでございますが、特に最近、基地あるがゆえに諸問題が派生し、あるいはこの沖縄のアメリカ統治が如何に不法な不当なものであるかを今一度思いうかべ、さらには４分の１世紀に亘るこの不当な沖縄の支配をわれわれは一日も早く解決しなければならないという、市民の総意に応えまして、力強く決議をいたしたいと考えるものでございます。この決議が最後の決議になるよう祈念いたしまして、決議案を朗読いたしまして趣旨説明に替えさせていただきます。

沖縄の施政権返還に関する要請決議、沖縄が祖国日本から、分断されアメリカの軍事的植民地統治下におかれてから２４年の歳月が経過した。那覇市議会は、市民の総意を体し過去１１回も要請決議をして来たが、それが入れられず、今日まで犠牲と忍従を強いられて来たことは誠に遺憾である。

沖縄がアメリカの軍事基地としてベトナム戦争の前進作戦基地として使用され、最近では、Ｂ５２機墜落事故、原潜寄港による放射能汚染等基地から派生する諸事件は、沖縄全県民の人権と生命に関する重大な問題であり、正に人道的見地から許されるものではない。

かかる事象は、アメリカの軍事優先支配から起こること勿論である。四分の一世紀の長期に亘り、他国の領土を支配することは、いかなる理由があるにせよ国際正義の上から許容されるものではない。

よつて那覇市議会は、日米両政府が、沖縄の施政権返還につき具体的計画を樹立してすみやかにその時期を明確にして、積極的な措置を講ずるよう強く要請する。１９６９年４月１８日、那覇市議会。

なお送り先は内閣総理大臣、衆参両院議長、アメリカ大統領、上下両院議長となつております。よろしくお願い申し上げます。




○　議長（高良　一君）

　ただいま説明がありましたように、本決議案は議会運営委員会で起草について十分討議されておりますので、質疑討論終結して採決に入ります。

日程第３、決議案第３号、沖縄の施政権返還に関する要請決議について原案どおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」という者あり）






○　議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本決議案は原案どおり可決されました。あて先は内閣総理大臣、衆参両院議長、米国大統領、米国上下両院議長といたします。




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







○　議長（高良　一君）

　４月７日付、那監第３９号、「１９６９年度２月分例月出納検査結果報告」書が、那覇市監査委員、中山興忠、ほか３名から、提出されておりました。




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○議長（高良　一君）

本日の日程は、全部終了いたしました。これにて１９６９年第１１０回那覇市議会臨時会を閉会いたします。



（午前１０時１８分　閉会）




上会議録を調整し署名する。

１９６９年４月１８日




議長　　　　高良一　㊞




署名議員　　安見福寿㊞




署名議員　　椿秀義　㊞












第111回那覇市議会会議録







臨時会








那覇市告示第２５号

１９６９年５月９日







　第１１１回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。




那覇市長　平良良松




１　日時　　　　１９６９年５月１２日（月）午前１０時

２　場所　　　　那覇市議会議場

３　付議事件

（１）　議決内容の一部変更について

（２）　議決内容の一部変更について

（３）　１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算

（４）　１９６９年度那覇市水道事業会計追加更正予算







第１１１回那覇市議会臨時会会期日程










	自　１９６９年5月１２日

	｝

	　３日間




	





	至　１９６９年５月１４日


















	月

	日

	曜

	種別

	日程

	備考




	５

	１２

	月

	本会議

	議案上程、説明聴取、質疑、委員会付託

	





	〃

	１３

	火

	休会

	付託事件の審査

	委員会




	〃

	１４

	水

	本会議

	議案上程、委員会審査報告、質疑、討論、表決

	















本会議　　２日




休会　　　１日（委員会１日）












第111回那覇市議会会議録




臨時会







上程案件







議案第３６号




議決内容の一部変更について




次のとおり、議決内容の一部を変更する。







１９６９年５月１２日提出







那覇市長職務代理者

那覇市第一助役　　稲嶺成珍




１　議決事件名　　　第４次泊、安謝間公有水面埋立て事業債を起こすことについて（１９６８年３月１８日可決）

２　変更する事項

（１）　借入れの時期

既決借入れの時期　　　　１９６８年度～１９７０年度

変更する借入れの時期　　１９６８年度～１９７１年度

（２）　借入れ利率

既決利率　　　年８.０３パーセント（１９６８年４月１８日一部変更可決）

変更する利率　年８.２８５５パーセント




（提案理由）

　借入れ先の琉球銀行との調整に日時を要し、その結果借入れの時期および利率について変更の必要が生じたので、この案を提出する。







参考資料




　変更の理由

　第４次泊・安謝間公有水面埋立て事業債については、当初１９６８年３月、市議会の議決を経て、その後借入れ先の琉球銀行と借入れ接衝をしたのでありますが、このような多額の資金を琉球銀行だけで負担することは困難のため、その資金の一部を外国銀行から借入れしなければならないが、この場合の金利および手数料等を見込むと、採算がとれないので、利率を年７.６６５パーセントから年８.０３パーセントにしたいとの申し入れがあり、１９６８年４月起債利率変更の議決を経たのであります。

　その後、琉球銀行と借入れについての接衝を終えたのでありますが、琉球銀行の内部手続として民政府の承認を得なければならないとのことで、民政府あて承認の手続をしたところ、安謝地域開発について日本政府援助による新港建設事業費が確定してないこと、また金融ひつ迫の状態において多額の融資は困難である等の理由によつて貸付決定は得られなかつたが、１９６８年１０月に安謝埋立事業に対する融資について琉球銀行は継続的に援助することを保証いたします。なお、工事契約については、琉球銀行の事前承認を得るものとし、さらに本件融資は那覇市の安謝土地開発事業計画に対する日本政府の補助金との関連において考慮されますとの保証状を得たのでありますが、この保証状だけでは工事着手することができなかつたのであります。

　市といたしましても、新港建設事業にさきがけて、埋立て工事を実施する必要があり、１９７０年度の第２年次分の新港建設事業に対する日本政府援助の目途も確定しているので、融資をしてもらいたいと再三にわたり強力に接衝を行なつてきた結果、１９６９年４月２５日づけ琉球銀行から貸付決定の通知を得たのでありますが、利率については申し込み時から１か年も経過しており、琉球銀行が外国銀行より借入れる分についての金利が高くなつているので、借入れ申し込み当時の利率では、採算がとれないので、これを引き上げたいとの申し入れがあり、市としても埋立事業計画を再検討して、当初の方針どおり独立採算として事業を執行できる見通しを得ましたので、借入れ利率と工事着手が遅れたことにより借入れ時期の延長をあわせて、さきの議決を変更のうえ市債を起こしたい。

利率変更にともなう財政計画は、別紙のとおりでありますが、変更前と比較いたしますと、手形利子を含めて利息負担額が５１，４６５ドルの増となつておりまして、償還財源となる土地処分収入につきましては、１平方メートルあたり２７ドル８１セント（坪あたり９１ドル９１セント）とする計画であります。これを変更前と比較しますと、１平方メートルあたり２３セント（坪あたり７６セント）の増となつております。




第４次泊・安謝間公有水面埋立て事業財政計画

[image: 画像]

第４次泊・安謝間公有水面埋立て事業償還年次表




借入金額　　　　　　　　５，０００，０００ドル

利率　　　　　　　　　　年８．２８５５パーセント

償還期限および方法　　　5か年（１か年すえ置き含む）

　　　　　　　　　　　　半年賦元金均等償還

[image: 画像]

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






議案第３７号




議決内容の一部変更について




次のとおり、議決内容の一部を変更する。




１９６９年５月１２日提出










那覇市長職務代理者

那覇市第一助役　　稲嶺成珍







１　議決事件名　　　継続費を設定することについて

（１９６８年３月１８日可決）




２　変更する事項　　第４次泊・安謝間公有水面埋立て事業費継続年期および支出方法書　　　　　　別紙のとおり










（提案理由）

　工事着手の時期が遅れたことにより、継続年期を延長し、各年度の支出額を

変更したいので、この案を提出する。







既決の継続年期および支出方法書

[image: 画像]

変更する継続年期および支出方法書




[image: 画像]

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算

歳入

議案第３８号

[image: 画像]

歳出

[image: 画像]



議案第３９号




１９６９年度那覇市水道事業会計追加更正予算




第１条　１９６９年度那覇市水道事業会計の追加更正予算は、以下に定めるところによる。

第２条　１９６９年度那覇市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり追加更正する。




　　　　　（科目）　　　　（既決予定額）　　　（追加更正予定額）　　　（計）

収入

第１款　水道事業収益　１，９９３，３９３ドル　２０，８３０ドル　２，０１４，２２３ドル

第１項　営業収益　　１，９８２，４９９ドル　１６，９７４ドル　１，９９９，４７３ドル

第２項　営業外収益　　　　１０，８９４ドル　　３，８５６ドル　　　　１４，７５０ドル

支出

第１款　水道事業費用　１，８５７，６９３ドル　５０，８３０ドル　１，９０８，５２３ドル

第１項　営業費用　　１，７６３，３１０ドル　５４，３３０ドル　１，８１７，６４０ドル

第２項　営業外費用　　９１，３８３ドル　　　△３，５００ドル　　　　８７，８８３ドル




第３条　予算第３条本文括弧書中「当年度利益剰余金処分額１３５，７００ドル」を「当年度利益剰余金処分額１０５，７００ドル」に改め、資本的支出の予定額を次のとおり更正する。

　　　　　（科目）　　　　（既決予定額）　　　（追加更正予定額）　　　（計）

支出

第１款　建設改良費　　８２０，０６４ドル　△３０，０００ドル　７９０，０６４ドル

第１項　水道改良費　５２８，０８４ドル　△３０，０００ドル　４９８，０８４ドル

支出合計　　８９３，８９２ドル　△３０，０００ドル　８６３，８９２ドル

第４条　予算第８条中「当年度建設改良充当資金１４４，５８１ドル」を「当年　　度建設改良充当資金１１４，５８１ドル」に改める。

（１）当年度建設改良充当資金　　　　　１１４，５８１ドル

１９６９年５月１２日提出




那覇市長職務代理者

那覇市第一助役　　稲嶺成珍




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












報告第２号










専決処分の報告について




　市町村自治法第１１５条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。







１９６９年５月２７日提出




那覇市長　　平良良松




専決処分書




　市町村自治法第１１５条第１項の規定により１９６７年９月３０日議会の議決により指定された市町村自治法第３６条第１項第１０号に定める訴訟の応訴について、次のとおり専決処分する。




１９６９年５月２１日




那覇市長　　平良良松




次の訴訟事件に応訴する。




原告　　　仲本政裕外１名

被告　　　那覇市水道事業管理者

那覇市第二助役　前田武行




事件名　　那覇地方裁判所　１９６９年（行）第２号

分限降任処分取消請求事件




訴えの要旨

１、原告仲本政裕ほか１人に対する分限降任処分は人事権を濫用した違法な処分であるのでこれを取消す。

２、訴訟費用は被告の負担とする。




応訴の要旨

１、適材適所に配置して公正な市政を確立するためにとられた処置であり、原告等の主張するような違法なものはない。

２、訴訟費用はいづれも原告の負担とする。




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






報告第３号




専決処分の報告について




　市町村自治法第１１５条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第２項の規定により報告する。




１９６９年５月２７日提出




那覇市長　　平良良松







専決処分書




　市町村自治法第１１５条第１項の規定により、１９６７年９月３０日議会の議決により指定された市町村自治法第３６条第１項第１０号に定める訴訟の応訴について、次のとおり専決処分する。




１９６９年５月２１日




那覇市長　　平良良松




次の訴訟事件に応訴する。




１　原告　　　　　豊里寛伝外４名

２　被告　　　　　那覇市長　平良良松

３　　事件名　　　那覇地方裁判所１９６９年（行）第１号、行政処分取消請求事件




４　訴えの要旨

（１）原告豊里寛伝ほか２人に対する分限降任処分は、人事権を濫用した違法な処分であるので、これを取消す。

（２）原告当山幸範ほか１人に対する配転処分は人事権を濫用した違法な処分であるので、これを取消す。

（３）訴訟費用は被告の負担とする。




５　応訴の要旨

（１）適所に配置して公正な市政を確立するためにとられた処置であり、原告らの主張するような違法なものではない。

（２）訴訟費用はいづれも原告の負担とする。












第111回那覇市議会会議録







臨時会







上程案件

処理結果







第１１１回那覇市議会（臨時会）処理結果




開催年月日　　１９６９年５月１２日～５月２８日

会期　　　　　１７日間




１．本会議（１９６９年５月１２日）

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	69

	5

	12

	


	会議録署名議員の指名

	議長

	３番議員

４番議員




	


	


	


	


	会期の決定

	〃

	３日間




	


	


	


	36

	議決内容の一部変更について

	市長

	総務委員会付託




	


	


	


	37

	議決内容の一部変更について

	〃

	〃




	


	


	


	38

	１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算

	〃

	〃




	


	


	


	39

	１９６９年度那覇市水道事業会計追加更正予算

	〃

	建築委員会付託








～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







２．本会議（１９６９年５月１４日）

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	69

	5

	14

	


	会議録署名議員の指名

	議長

	５番議員

６番議員




	


	


	


	39

	１９６９年度那覇市水道事業会計追加更正予算

	市長

	原案可決




	


	


	


	


	会期延長

	議長

	７日間











３．本会議（１９６９年５月２１日）

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	69

	5

	21

	


	会議録署名議員の指名

	議長

	７番議員

８番議員




	


	


	


	


	会期の延長

	２４番議員

	７日間








～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




４．本会議（１９６９年５月２８日）

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	69

	5

	28

	


	会議録署名議員の指名

	議長

	１０番議員

１２番議員




	


	


	


	


	議案第３６号の一部改正について

	市長

	承認




	


	


	


	


	会期延長

	議長

	１日間








～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




５．本会議（１９６９年５月２９日）

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	69

	5

	29

	


	会議録署名議員の指名

	議長

	１２番議員

１３番議員




	


	


	


	36

	議決内容の一部変更について

	市長

	原案可決




	


	


	


	37

	議決内容の一部変更について

	〃

	〃




	


	


	


	38

	１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算

	〃

	〃
















第111回那覇市議会会議録







臨時会

５月１２日（初日・月曜日）





１９６９年第１１１回那覇市議会会議録臨時会




○　５月１２日（１日）

	（午前１０時１０分開議）

	（午前１１時０７分散会）












○　出席議員（２８名）





	　１番
	安見福寿君
	１５番
	久高友敏君


	　２番
	椿秀義君
	１６番
	仲本安一君


	　３番
	大浜長弘君
	１７番
	金城吾郎君


	　４番
	喜舎場盛一君
	１８番
	大山盛幸君


	　５番
	山川正平君
	１９番
	又吉久正君


	　６番
	儀間真祥君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　７番
	瀬長フミ君
	２１番
	金城重正君


	　８番
	黒潮隆君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	　９番
	友利栄吉君
	２３番
	喜久山朝重君


	１０番
	吉浜朝一君
	２４番
	平良真次郎君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２６番
	比嘉佑直君


	１２番
	金城庄瑞君
	２７番
	比嘉朝四郎君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２８番
	平良亀助君


	１４番
	宮良永昌君
	２９番
	辺野喜英興君







○　欠席議員（１名）





	２５番
	高良一君
	

	








～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　説明員


	第一助役
	稲嶺成珍君


	第二助役
	前田武行君


	市長公室長
	平良清安君


	総務部長
	親泊康晴君


	財政部長
	伊波静男君


	建設部長
	水間平君


	土木部長
	内間安春君


	水道局長
	佐久川寛貞君


	消防長
	具志清一君


	秘書課長
	伊礼孝君


	主計課長
	平山登君


	港湾建設事務所長
	上原一男君


	水道局総務課長
	又吉盛弘君


	水道局経理課長
	比嘉良男君







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　事務局出席者


	局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君


	調査係長
	亀島美一君


	議事係長
	永山盛広君


	記録係長
	山城正信君


	主事補
	徳村政保君












１９６９年第１１１回那覇市議会臨時会議事日程第１号







１９６９年５月１２日（月曜）午前１０時開議










第１　　　会議録署名議員の指名




第２　　　会期の決定




第３　　　議案第３６号　議決内容の一部変更について

（市長提出）




第４　　　議案第３７号　議決内容の一部変更について

（市長提出）




第５　　　議案第３８号　１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算

（市長提出）




第６　　　議案第３９号　１９６９年度那覇市水道事業会計追加更正予算

（市長提出）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～










○　会議に付した事件




（議事日程に同じ）










～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　副議長（辺野喜　英興君）

　これより、１９６９年第１１１回那覇市議会臨時会を開会いたします。これより、本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配付してある議事日程第１号のとおりであります。諸般の報告を致します。

５月９日付、市長から那総総第３，１１３号「議案の送付について」および５月１０日付、市長職務代理者第１助役から那総総第３，１３５号「議案の説明者について」文書が送付されておりました。岡山市議会議長から〝沖縄の早期返還に関する決議について〟１９６９年３月３１日決議した旨、文書が送付されておりました。さきに本市議会で決議送付いたしました「沖縄の施政権返還要請決議」に対し、米上院秘書室から同上院で適当に処理された旨、通知書が送付されておりました。









○　副議長（辺野喜　英興君）

　会議録署名議員の指名を行ないます。会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により議長において大浜長弘君、喜舎場盛一君を指名いたします。







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～










○　副議長（辺野喜　英興君）

　日程第２、会期の決定を議題といたします。おはかりいたします。今期臨時会の会期は、議会運営委員会に諮問の結果お手元の案のとおり、本日から５月１４日までの３日間といたしたいと思います。これにご異議ありません。

（「異議なし」というものあり）









○　副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて会期は、３日間と決定いたしました。







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







○　副議長（辺野喜　英興君）

　おはかりいたします。委員会審査等議員の都合により、５月１３日は休会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）







○　副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて、５月１３日は休会することに決しました。









○　副議長（辺野喜　英興君）

　日程第３、議案第３６号「議決内容の一部変更について」から日程第５、議案第３８号「１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算」までの事件を一括して議題といたします。提案者の説明を求めます。













○　第一助役（稲嶺　成珍君）

　議案第３６号および議案第３７号の議決内容の一部変更について議案第３８号１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算以上の３議案はいづれも第４次泊、安謝間公有水面埋立て事業と関連する議案でありますので一括して説明申しあげます。

　泊、安謝間公有水面埋立て事業につきましては、１９６２年に第１次埋立事業に着手いらい、１９６７年８月の第３次埋立事業までに約３９万平方メートルの埋立を完了いたしまして、引続き第４次の事業を実施すべく計画いたしましたのはすでにご承知のとおりと思います。

　第４次埋立事業は、埋立面積約４３万７千平方メートル、埋立工事費５百万ドル、工事期間１９６８年３月から１９７０年４月までの２か年とし、工事費は全額起債を充当するものとして計画をたて、１９６８年３月市議会の議決を経て、早速琉球銀行あて資金借入れの申し込みをしたのであります。

　しかし琉銀は資金が多額のために琉球銀行だけで資金を調達することは資金繰上困難であるから、その一部を外国銀行より借入れる必要があるから、利率を年７.６６５％から年８.０３％にしてもらいたいという申し入れをして来ております。

そこで那覇市は１９６８年４月に起債利率の変更を議決いたしたのであります。その後琉球銀行から借入れをすべく折衝を続けておりました。琉球銀行は、融資は米国民政府の承認を必要とするのでその承認を得て貸付けるということを約しましたが、なかなか米国民政府の融資承認が得られなかつたのであります。市といたしましては、その促進のために琉球銀行および民政府に再三にわたり折衝を重ね、ようやく４月２５日付で貸付決定の通知を得ることができたのであります。利率につきましては申入時から１カ年も経過しており、琉銀は外国銀行からの借入分につきましては金利が高くなつてるのでこれを引き上げたいと申し入れしております。これにつきまして、市は琉球銀行に対しできるだけ利率を高くしないよう折衝を続けるとともに埋立事業計画も再検討し当初の方針どおり独立採算として事業を執行できる見とおしを得ましたので借入利率を銀行と折衝し、年８.３９５％に変更し起債を進めることにいたしたのであります。

以上経過についてご説明申し上げましたが、ここに事業債を起すことの議決内容の一部変更の議案を提案したのでございます。

　また借入れが遅れましたので必然的に工事着手の時期が遅れ、従つて事業の継続年度も延長せざるを得ませんでした。それですでに議決されました継続年限および支出方法の一部変更につきましても同時に提案しております。

これが議案第３７号であります。次に、第３８号議案は１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算についてでございますが、継続事業費の変更によりまして更正予算を提案してありますが、なお、更正予算の中には消防職員の法定休日における時間外勤務手当の過年度支出分として６，３４４ドルを追加してあります。以上簡単に説明を終ります。よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。




○　副議長（辺野喜　英興君）

　ただいまの当局説明に対して質疑に入ります。






○　又吉　久正君

　６８年３月に議決を得て早速公入札に付し着工するようになつておりましたが先程助役から説明がありましたとおりいろいろの事情で長引きましたが、ここでいよいよ実現することができるということは市民とともに喜ばしいことでございます。従いましてこれが議決になりますと入札は大体いつ頃になるのか。それと金利が相当上つてるか、いろいろな理由があつたにしろもう少こし調整ができなかつたのか。当初の議決の場合も９０ドルの評価では処分するのに非常に困りはしないかということを質問をいたしました。ということは沖縄の土地が急激に上がりましてその波に乗つてこの埋立地の評価も上がつて来てると思います。非常に変動の激しい都心の土地を、これを埋立て処分するのに９０ドル、９２ドルという評価でどのくらい売れるかということを心配して当初の議会の議決の場合にもそのように質問いたしましたが、当局といたしましては、これを処分するのに十分自信と資料があるのか。本員は不動産屋をやつておりますが非常に値段が高いんじやないか。現在でも市の埋立地が公入札にしても前のようには売れないということも大体おわかりだと思いますがその点についてご答弁を願います。






○　土木部長（内間　安春君）

　入札の時期につきましては第一工区は５月１６日に入札するように決定いたしまして本日午後２時から現場説明を行います。第二工区につきましては従来の設計が埋立事業独自の計画で設計を進めておりましたが、那覇新港がすでに工事を着手しておりますので那覇新港との関連を保つような設計でなければ港湾自体もコストが上がりますし、さらに埋立事業もコストが上がるということになりますのでその点を検討いたしました結果、あくまで那覇新港との関連において設計あるいは工事を進めるということで現在設計をさらに調整中でありまして６月上旬までには入札を行うというふうに考えております。




○　又吉　久正君

　評価についてでございますが、これは坪当り９２ドル２２セントとなつておりますが、これはそのうちから道路あるいは緑地帯、公園とかいつた市が使うのを差し引いて９２ドルで売るのか。それとも総面積において坪当り９２ドル２１セントなのか。

それと従来公入札に付した状況と現在とはどのくらいの差が出ているのか。と申しますのは新聞紙上でも土地が非常に安くなつたといつておりますので不動産屋が困つてるような状況でございます。売りたい人はいるけれども買い手が少ない。売る人は安くても売らなければいかんということになつております。

それで従来の入札状況と先程申し上げましたように埋立総面積の坪当りが９２ドル２１セントなのか。それと市の使う必要な坪数を引いて坪当りいくらに売ればいいかそれをご答弁願いたいと思います。






○　財政部長（伊波　静男君）

　まずはじめに金利を引き上げなければならなかつた理由をご説明いたします。今回琉銀側がアメリカの銀行から借入れるに当りましてはアメリカ並びに世界における金利の方向によりまして、今まで７％で借入れ約束したものが９.５％に４月１日から引き上げなければならないというのが大きな理由でございます。

これを琉銀側から得た資料に基いてご説明申し上げますと、年２.５％の利率引き上げによつて琉銀は２２５，０００ドルの負担の増になるということであります。また市の場合は手形利子を含めて年８.３９５％の場合は１，７４５，８２５ドルということになります。８.０３％の場合は１，６９１，５９２ドルでありますが、差し引き７４,２３３ドルの負担増となつております。結局今回の利率引き上げは琉銀側の負担増が１５０,７６６ドルに対しまして市の負担増が７４,２２３ドルとなつておりまして差し引き琉銀の負担増が１５０，７６６ドルとなつております。

こういう事情によりまして琉銀側としてはどうしても日歩１厘を引き上げなければ採算がとれないという事情があつたと申しております。次に９２ドル２１セントで売らないと採算が取れないということについてでございますが、そうした場合に従来の利率では坪９１ドル１５セントで処分しなければ採算が取れないということで、今度の利率引き上げによつて坪単価が１ドル６セントの増で処分しなければ採算が取れないということになつております。

先ほど又吉議員から質問がありましたこの坪単価の問題で、売却可能な面積７万３，５０８坪というふうになつておるわけでございます。

さらにあと１点、現在までの埋立地の処分状況を申し上げますと、６８年度と６９年度の処分状況を比較してみますと、６８年度におきましては坪当り１３３ドル４０セントで処分されております。それから現年度におきましては坪当り１２５ドル９１セントという実績が出ております。

従いまして先ほど申し上げました坪９２ドル２１セントで処分しなければ採算が取れないが、その見通しは明るいもんだと私はみております。




○　又吉　久正君

　部長さんのご説明で７万３，２１０坪の売却予定でございますか。その他市が使うのは何万坪でございますか。




○　財政部長（伊波　静男君）

　１３万２，２５７坪。




○　又吉　久正君

　売却するのが７万３，２１０坪を９２ドル２１セントに引つかけたのが、今の財政計画の計算になつておるわけですね。




○　財政部長（伊波　静男君）

　そのとおりでございます。




○　又吉　久正君

　そういうふうになつておりますね。そうすると本員が一番心配するのは今の海岸べりでも百２、３０ドルでもそう買手はいないという状態でございますが、将来これがずつと先の遠くまでいくと、はたして９２ドル２０セントという平均で処分できるかどうか。今後の日本復帰とも関連して、沖縄の不動産の評価がどうなるかこのことも私たちでもまだ検討やりきれないような状態でございますが、なんだか不安を感じます。そこで当局がわれわれはできるという自信があれば別ですけれども、あらゆる面において検討したかどうか。不動産の問題について自信をもたれるとは思いますが、本員はなんだかそれを処分する時期においてはあるいはこれ以下になりはせぬかと心配もあつて質疑したわけですが、それについてご自信があるかどうか。




○　財政部長（伊波　静男君）

　私が申し上げましたのは先の実績によつて判断しているわけでございますが、そういつた他の要素についてはよくわかりません。






○　金城　庄瑞君

　又吉議員の質疑と関連いたすと思いまするが、ただいまの部長さんの話では評価の問題で６８年度よりは６９年度が不景気になりまして土地が値下りしておると、さらに１号線よりも奥になるのでこれからも値下りするんじやないかという質疑だつたと思いまするが、当局の今のこの計画はこの予算が可決になりますと、どこまでも独立採算でいけるという見通しはあるのかどうか、それとも本員の考えといたしましては新港の関係でどうしてもこの埋め立てをやらなければ、この新港の問題とかいろんな問題である程度の犠牲をはらつてもやるのか、その意味合いでやられるのか。どこまでも独立採算をつらぬいていくのかどうか、もう一ぺんお聞かせ願いたいと思います。






○　第一助役（稲嶺　成珍君）

　ご質疑にお答え申し上げます。ご承知のように第４次埋め立てにつきましては、今ご質疑がありましたように那覇新港との関係がございます。那覇新港はだいたいの総予算が１，８００万ドルで４か年に亘る工事でありまして、すでに第１次の仕事を着工しております。計画書を見ますと一目わかりますように那覇新港はやはり第４次埋め立て個所は埋め立てられないとその機能は十分発揮できないと思います。それでただいまのご質疑のように那覇新港との関係もありまして、那覇新港バースができますとその機能を裏づけする広場がなければなりませんので、第４次埋め立てはどうしてもやつていかなければならないと、こういうふうになります。

　それから独立採算につきましては、今非常に懸念もございましたが私たちも懸念がないんでもないのです。といいますのは前に比較しまして埋立地の売れゆき状態が２、３年前よりもよくありません。しかし可能なだけ独立採算制でいきたい、その処分から上がる利益でもつて起債の分を返えしていかなければなりませんので、できるだけ独立採算でいくように努力をしたいと思つております。

　また資金の問題につきましてはさつき財政部長から説明がありましたが、琉球銀行が準備する金が３００万ドルでありまして、あと２００万ドルは外銀から借りる。外銀から借りるために琉銀はすでにその資金の確保をしておりまして、まだ琉銀は借りておりませんけれども、確保料として月に１，０００ドルづつ出して琉銀としては早く貸したかつたわけでございます。アメリカ民政府からなかなか承認が得られなかつたが、さつきご説明申し上げましたように先月借りられるようになつた。利鞘につきましてはそういうふうな関係もありましたので、琉球銀行としても逆利鞘が１９万ドルも余計負担しなければならない。そういうことでいろいろ折衝をしまして総裁並びに専務にも、なるべくは那覇市のほうも苦しい財源であるし、しかし琉銀が貸すといつて貸さなかつたのではないのでわれわれとしても非常に困つておるので、できるだけ利率を高くしないように安くしていただくように折衝を続けてきたわけでございます。

それでさつき説明がありましたとおり日歩１厘それじや追加しよう、それにしても琉銀はまだその利鞘の保障はできないようでございますが、琉銀としましてもそれを那覇市の立場から了解していただきまして、あまり高くしないというふうな事情になつております。

　９２ドル２１セントで売れるかという質疑につきましても、われわれは独立採算をあくまでもつらぬく。さらに那覇新港ができますとその土地はある程度活きてくるんじやないか、工業地域、あるいは商業地域としてその那覇新港の機能が動きますので、土地は今よりも価値が出てくるんじやないかと、かように考えております。






○　赤嶺　慎英君

　財政計画と土木技術の問題のかみ合わせについてお尋ねしたいと思うんです。土木技術面からと埋め立てた、一応測量して埋め立て何か年間か放置する。そしてりつぱに土地を固くしてからその次に施設するというのが土木技術だというふうな説明を受けたことがあります。

　そこで坪当り単価の財政計画ということは、当局をおはじめ各議員とともにご心配もあろうし、また解決できるという確答をすることも、何事もできないと思うんですが、坪当り単価以下に処分の計画、まず何年度に埋め立てて何年に売却するというふうな計画もそこには生れておるんじやないかと本員は考えます。そこで財政計画を立てる前の測量はどうなつただろうか。過去の測量したままで５月中に、現場説明をなさるんだろうか。それから埋め立てたらすぐ道路をあけて港湾計画させて売却処分するのかどうか。そこら辺の財政計画とのからみ合わせはどういうふうにご計画をなさつておられるだろうか、以上のことのご答弁を望みます。






○　土木部長（内間　安春君）

　ただいまのご質疑の埋立計画についてお答えいたしたいと思います。

　今度の第４次の埋立計画の設計は１９６８年度の６８年に実施された計画に基づいて、随契がなされておりますが、さらにそのままであるかということですが、それにつきましてはあとう限り、われわれといたしましては内容をチエクいたしております。さらに足りない分につきましては、工事期間中が２か年もありますので途中において状況の変化、あるいはその他の関係がありますし、さらに天災地変等も当然予想されますので、それに対応する調査費も必要ということでその点も考慮に入れてございます。

　さらに工事仕様書、その他につきましても契約の条件でございますので、その点につきましてもきつく土質の問題、てん圧の問題、それから埋立工事を終わつたのちの道路、排水路その他の工事の着手の時期、あるいは着手の方法、着手の技術的な検討について、そういうものも細かく仕様書に規定いたしております。

　さらに先ほど申し上げましたとおり、第２工区につきましてはあくまでも港湾工事との関連において工事を進めるべきだという見解に立ちまして、その点も現在設計を再調整中でございます。






○　財政部長（伊波　静男君）

　この償還計画との関連においてどのように埋立地の処分をするかというご質疑だと解しましてお答え申し上げます。

　お手元にあります議案第３６号の５ページに第４次泊、安謝間公有水面埋立事業償還年次表というものを付けてございますが、この計画に基づいて銀行に償還することになりますけれども、これは工事の進捗状況、あるいは今ご質疑がありましたように、やはり一応の経過を見てこれで大丈夫だという見通しがつかなければ売却の処分の手続きはできないと思います。こういつた処分の仕方につきましては土木部とも、あるいは処分実施の担当部であります総務部ともよく調整しながら処分をしていただいて、また償還の計画に乗つけたいとこのように考えております。従いましてこの計画は順調に埋立事業、あるいは工事そのものが順調であつたという考え方に立つて、この償還計画は立てられております。




○　赤嶺　慎英君

　本員が心配してご答弁を望んでおることは埋立事業の困難さをよく承知の上で、その困難な仕事をやつたために不幸事もあつた、最近のことでございます。そういつたことがないように、今までの調査の上でこの計画がなされておるかどうか。万一今後調査不足のために、ああいう不幸なことがあつてはいけないという考え方の下に、今までの調査の上になされておるのか。あの処分をされた手前、りつぱなご調査をしていただいてやつておるのかということを簡単にご答弁を望みたいというわけであります。もちろんやりながらその情勢の変化によつて、調査費を粗んでやるということはこれは執行者として当然なことだと思います。本員がお尋ねしたいのは過去のことも繰り返えさないように、調査の上に現場説明をしこの工事をなさろうという計画であるのかということ。

さらに財政計画でも技術的にみてある一定期間はてん圧期間を置かなければいけない、埋め立てをしたら早く金に替えて銀行の支払いをし、それが本当の仕事であるんだが技術面からしてある一定期間は放置して、てん圧していかなければならないということを当局でうまくコントロールされて、この財政計画をなさつておるのかということを本員はご答弁を望んでおるような次第でございます。これに書いてある計画はできるかできないか、これは何人も、このとおり確実にできるとは考えない、あくまでも予算だと思う。ここにスタツフのご計画、技術面、財政面が本当に表裏一体になつて、万一の場合は責任者は部長、課長じやない、あくまでも市長、助役の責任だという大きい気持ちで取り組んでご計画されておるかどうかということを今一度ご答弁を望みます。






○第一助役（稲嶺　成珍君）

　お答えします。ただいまのご質問ご最なご質問でありまして、われわれ自体もこういう大きな港湾事業を着手しまして、非常に緊張をしておるような状態でございます。５００万ドルという大金を投じて海面を埋め立てていきますので非常に心配なことでございますが、過去に埋め立てた所が陥没したこともありますので十分に注意をしてやりたいと思つております。

　ただいま埋立事業とは直接関係ございませんが、日本政府の港湾局の技術者が３名きておりまして、もう２名は約４０日の滞在でいろいろ指導をしてもらつております。さらに最近港湾局の次長がきておりまして、その人なんかの意見も聞いておりますし、あるいはいろいろ指導も受けておりまして、今赤嶺議員が心配されたことがないように、われわれも注意して執行していきたいと思つております。

　さらに埋め立てをしますとそれぞれ返えす財源としまして、それを処分していかなければならない、そういうものにつきましてもがつちりした財政計画をつくりまして、できるだけ償還計画がスムースにいくように努力をしたいと思います。ただいまのご質問、非常にわれわれも注意をしておる問題でありますので、十分力を合わせてやつていきたいと思つております。






○宮良　永昌君

　市長にお尋ねします。本事業は西銘市政の置きみやげであり、おぜんだてであるということは周知の事実であります。それを平良市政になりましてすなおにそれを受取つて、踏襲してきたのも事実でございます。そこで私が考えるのは西銘市政のときに琉銀を通じて民政府の許可を受けまして、確約の上に自信を持つてこの議案が議決されたわけでございます。それにかかわらず新聞を見ますとどうも民政府がＯＫというものに対して渋つておるというわけで、場合によつては市民抗議大会を開いて実力行使をやるというようなことが出まして、市民は非常な不安定の中におつたわけでございます。そういうわけですでに議決されて琉銀も決定し、民政府も許可した問題をなぜ長らく、そういう問題を難関というか難関にぶつつけまして長びいておるということに対してどうも合点がいかない、もし革新政権を取つたために感情であるならば由々しい問題であると思います。そういうわけでその点どうして長びいたかという問題。

　もう１つお聞きしたいことは年８．３％の金利というのは銀行が２、３年先きを考えて決定することになるわけでございますが、わずか１年足らずしてネコの目が変わるように、そこに金融政策の激変とか金融の激動があれば別ですけれども、常識では考えられない金利をアツプしておる事実、そういうことも西銘市政のおり確約したときは銀行自体としてもはつきり目途をつけて決めたに違いない。先ほど第一助役の説明を聞きますと、多額の金は民政府の許可を受けなければならない、これは常識でございます。銀行の５１％まで軍が持つておりまして、そこに貸付は総裁の権限とか理事の権限、軍の権限のワクがあるわけです。これは常識です。今さらこれを理由をたてにして金利をアツプさせるということは問題だと、またそういう多額の金は前から外銀から借入れて又貸ししている事実もありまして、これが急に変わつたということではないわけです。金利のアツプした点はどうも納得いかない。

　もう１つなぜ難航したかという具体的な例、この２点をお尋ねしたいと思います。






○第一助役（稲嶺　成珍君）

　ただいまのご質問にお答え申し上げます。本件の貸出しにつきまして１年も経過してなかなか承認されなかつたということにつきましては、これは６８年の３月に議決をされまして銀行に申し込んでおりますが、その間前任者も何回にも亘つて折衝をしておるようであります。それはわれわれが察するところではアメリカの港湾計画と琉球側の港湾計画があまり一致をしていないんじやないか、われわれが折衝をする段階の今年に入りましてからでも、アメリカ民政府は港湾がはたして安謝港が適当であるかどうかわからない、糸満なんかがいいんじやないかというようなことを言出したりしておりましたので、港湾の設置につきましてなかなか民政府の財政部の了解が得られなかつたという、そういう感触を感じました。前任の市長、助役の方々も一生懸命折衝されたようでございますが、それについてなかなからちがあかないように聞いております。

　さらに革新政権だからというようなことは毛頭ないと思います。琉球銀行も貸すべく一生懸命資金獲得しております。さらに現金、キヤツシユはこないにもかかわらず１，０００ドルづつの確保費を払つておられることから考えてもわかりますように、革新政権だからそれを貸さないというようなことは絶対なかつたと思います。それはランパート高等弁務官と会いましても、その問題はすでに解決したと思うんだがどういうわけか、ということをむしろ言つておられます。その担当の係官のほうでなかなか了解をしていなかつたんじやないかというふうに感じます。

　それから新聞なんかで民政府が貸し渋つているので市民大会を起こすんだということは、けつしてわれわれがそう言つたんでもないし、マスコミのほうで取り上げたんじやないかと思います。われわれはむしろこれは１，８００万ドルも日政が援助をしまして、で那覇新港の１年の事業でありますので、むしろアメリカの承認が得られないということ自体がおかしいんじやないか、私、ちようど３月に本土政府にいきまして総理府にもそのことを話しましたが、それをアメリカが了解していないんじやないか、埋め立てと新港の計画は表裏一体であるのでどちらもこれはのけてはならない問題であるし、アメリカが了解していないことじやないかということで南連の那覇事務所の所長の岸さんにお話ししまして、所長からそれを民政府に了解をつけまして決定したわけでございます。革新政権だからどうこうということは絶対ないと僕は断言いたします。

　それから金利につきましても１年にそれだけアツプするのはおかしいんじやないかということでございますが、これにつきましてもさつきもご説明申し上げましたとおり琉銀としましても一厘アツプしてもまだその逆ザヤを保証するまでにはいかない。

琉銀としても５００万ドルの資金繰りが銀行だけではできないので、ほかのアメリカ銀行から２００万ドル借りるということでありまして、総裁がわざわざ市長を訪問されまして〝こういうことであるからぜひ了解してくれ〟ということでありました。銀行も金融会社でありやはり経営の成り立つような貸し付けをしなければならないと思います。われわれとしても大きな市の負担になりますので何回となく折渉しましたが先程申し上げましたように琉銀総裁がわざわざ来られて〝こういう事情だから〟ということで一応了解はついております。よろしくご了承いただきたいと思います。






○副議長（辺野喜　英興君）

　質疑を終結いたします。日程第３、議案第３６号、議決内容の一部変更について、日程第４、議案第３７号、議決内容の一部変更について、日程第５、議案第３８号、１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算は、その審査を総務委員会に付託いたします。なお歳出第４款、土木費、については、建設委員会において審査を願います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第６、議案第３９号１９６９年度那覇市水道事業会計追加更正予算を議題とし提案者の説明を求めます。




○第二助役（前田　武行君）

　ただいま上程になりました議案第３９号１９６９年度那覇市水道事業会計追加更正予算について、ご説明申し上げます。

　このたびの追加更正予算は、水道公社からの浄水受水購入費を追加計上したのでありますが、受水費の不足につきましては、予定配水量より、増加したためで、５月におきましては、１日平均配水量５３，０００トン６月５４，０００トンの予想をたておのおの受水費を見込んで７１，１３０ドルを追加計上したのであります。

　これら受水費の不足に対する充当財源といたしましては、収入関係では、水道使用料、船舶、給水料、量水器使用料等の増収額１６，９７４ドルと営業外収益の３，８５６ドル計２０，８３０と２条予算の水道事業費用の第１項営業費用で１６，８００ドルと第２項営業外費用３，５００ドル計２０，３００ドルの各費目における諸経費の節減による不用額と、３条予算資本的支出の請負工事費その他の不用額３０，０００ドルを更正して受水費の不足額にあてたのであります。

　次に第４条予算の建設改良充当資金の修正につきましては、３条予算の更正減額に伴い修正を行なつたものであります。

　以上簡単ではありますが、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。




○副議長（辺野喜　英興君）

　ただいまの当局説明に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」「委員会付託」というものあり）






○副議長（辺野喜　英興君）

　質疑を終結します。日程第６、議案第３９号、１９６９年度那覇市水道事業会計追加更正予算についてはその審査を建設委員会に付託いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○副議長（辺野喜　英興君）

　本日はこれにて散会し３月１４日午前１０時本会議を開きます。

（午前１１時０７分　散会）

上会議録を調整し署名する。

１９６９年５月１１日




議長　　　　　高良一　　㊞

副議長　　　　辺野喜英興㊞

署名議員　　　大浜長弘　㊞

署名議員　　　喜舎場盛一㊞
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１９６９年第１１１回那覇市議会臨時会議事日程第２号

１９６９年５月１４日（水曜）午後２時３０分開議




第１　　　会議録署名議員の指名

第２　　　議案第３９号　１９６９年度那覇市水道事業会計追加更正予算

（建設委員長審査報告）

第３　　会期の延長

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○会議に付した事件

（議事日程に同じ）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



１９６９年５月１４日




那覇市議会議長

高良一殿







建設委員会委員長

比嘉佑直




委員会審査報告書




　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したから、会議規則第７３条の規定により報告します。




記






	事件の番号

	件名

	議決の結果




	議案

第３９号

	１９６９年度那覇市水道事業会計追加更正予算

	可決すべきものと決定













○議長（高良　一君）

　これより、本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配付してある議事日程第２号のとおりであります。諸般の報告をいたします。

５月１３日付、建設委員長から会議規則第１０１条の規定による「委員会審査報告書」が提出されておりました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○議長（高良　一君）

　日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により議長において山川正平君、儀間真祥君を指名いたします。




○議長（高良　一君）

　日程第２、議案第３９号、１９６９年度那覇市水道事業会計追加更正予算を議題として建設委員長の審査報告を求めます。






○建設副委員長（金城　庄瑞君）

　議案第３９号「１９６９年度那覇市水道事業会計追加更正予算」について審査の結果を報告いたします。本案は水道公社からの浄水受水購入費を追加計上し、受水費の不足に対する増収額と支出予算における不用額で更正減額を行なうために提案されております。条を逐つて審査の概要を申し上げますと、収入関係では２条予算の収益的収入の第１款「水道事業収益」は営業収益として、水道使用料、船舶給水料、量水器使用料等の増収見込額１６，９７４ドルと営業外収益の配水管移設補償金、その他、雑収益で３，８５６ドル、計２０，８３０ドルを追加計上されております。

次に２条の支出予算について、第１款「水道事業費」は受水費の追加額として７１，１３０ドルを追加するために営業費用内の各費目における諸経費の節減による不用額１６，８００ドルを更正減額しさらに営業外費用で今年度事業に対する起債借入金の支払利息の不用額３，５００ドルを減額するものであります。

３条予算の資本的支出の３０，０００ドルの更正減額は各費目における請負工事費、その他諸経費の節減による不用額であり、その内訳は配水施設費で１５，３５０ドル原水および浄水施設費で１４，６５０ドルとなつております。

前者の配水施設費については、請負工事費が主で、道路認定の確認がなされてないために与儀地内の配水布設工事が２，７９３ドルの不執行となり、小禄五月橋川沿い、小禄島田原（小禄ポンプ場前）小禄宮城原第２次配水管布設工事については現在代用管を使用しており今年度において配水管に切替工事を予定していたが、給水による支障がなく８，８２４ドル不執行となつた。

更に首里金城町（ミツシヨン、コーラ附近）の配水管布設工事についても代用管で給水を行つており次年度において早急に工事を施行することにより６４９ドルの不用額を生じております。

原水および浄水施設費の内訳としては、泊浄水場の自動発電切替装置が当初予定の手動切替装置を自動切替装置に設計変更を行なつたために１，５００ドル不執行となり、さらに書棚、冷蔵庫、埋設管探知機、棒上探知機等の機械器具購入費で４，３５０ドルの不執行となつた。庁舎建設費においては冷房用の井戸工事の不執行、その他、落札差額により８，８００ドルの不用となつたことによります。

第４条の当年度建設改良充当資金の修正については３条予算の更正減額に伴う修正を行なつたことによります。なお、営業費用５４，３３０ドルに対して営業収益は１６，９７４ドルとなつて相当の差額を生じているが配水量の延びによつて当然収益もこれに応じた数字が出るべきでないかとただしましたところ配水量の増加によつて当然収益もこれに応じた延びを示すべきだが当初見込んだ７２．９パーセントの有収率が地下漏水、その他下水道工事、道路工事等による漏水によつて４月末現在の有収率は６９．５３パーセントとかなりの落ち込みを生じたこと、さらに自己原水量が当初見込みより減となつたことによるとのことであり、今後とも漏水防止については努力するとの当局方針が述べられ各委員これを了承し本件については全会一致原案通り可決すべきものと決定いたしました。宜しく各位のご賛同を得たいのであります。




○議長（高良　一君）

　ただいまの委員長報告に対し質疑に入ります。

（「質疑、討論なし」というものあり）




○議長（高良　一君）

　質疑討論なしと認め採決に入ります。本案についてはただいまの委員長報告どおり可決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）






○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案についてはただいまの委員長報告どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○議長（高良　一君）

　日程第３「会期の延長」を議題といたします。おはかりいたします。今期臨時会の会期は、本日までと議決されておりますが、議事の都合により会期を５月２１日まで７日間延長いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）



○議長（高良　一君）

　ご異議なしと認めます。よつて会期は、５月２１日まで７日間延長することに決しました。本日はこれで散会し５月２１日午前１０時再開いたします。



（午後２時３７分　散会）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







上会議録を調整し署名する。






















議長　　　　高良一　　㊞

署名議員　　儀間真祥　㊞

署名議員　　山川正平　㊞












第111回那覇市議会会議録







臨時会

５月２１日（第３日目・水曜日）





１９６９年第１１１回那覇市議会会議録臨時会










○５月２１日（第３日）

	（午後１２時４０分　開議）

	（午後１２時４７分　散会）












○出席議員（２６名）


	　１番
	安見福寿君
	１５番
	久高友敏君


	　２番
	椿秀義君
	１７番
	金城吾郎君


	　３番
	大浜長弘君
	１８番
	大山盛幸君


	　４番
	喜舎場盛一君
	１９番
	又吉久正君


	　５番
	山川正平君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　６番
	儀間真祥君
	２１番
	金城重正君


	　７番
	瀬長フミ君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	　８番
	黒潮隆君
	２３番
	喜久山朝重君


	　９番
	友利栄吉君
	２４番
	平良真次郎君


	１０番
	吉浜朝一君
	２６番
	比嘉佑直君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２７番
	比嘉朝四郎君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２８番
	平良亀助君


	１４番
	宮良永昌君
	２９番
	辺野喜英興君




○欠席議員（３名）


	１２番
	金城庄瑞君
	

	



	１６番
	仲本安一君


	２５番
	高良一君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○説明員


	第一助役
	稲嶺成珍君


	第二助役
	前田武行君


	市長公室長
	平良清安君


	総務部長
	親泊康晴君


	財政部長
	伊波静男君


	建設部長
	水間平君


	土木部長
	内間安春君


	水道局長
	佐久川寛貞君


	消防長
	具志清一君


	秘書課長
	伊礼孝君


	主計課長
	平山昇君


	港湾建設事務所長
	上原一男君


	水道局総務課長
	又吉盛弘君


	水道局経理課長
	比嘉良男君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～



○事務局出席者


	局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君


	調査係長
	亀島美一君


	議事係長
	永山盛広君


	　
	　


	記録係長
	山城正信君


	主事補
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









１９６９年第１１１回那覇市議会臨時会議事日程第３号




１９６９年５月２１日（水曜）午前１０時開議







第１　　　　会議録署名議員の指名







追加第１　　会期の延長（５月２１日～５月２８日）７日間







～～～～～～～～～～～～～～～～～～







○会議に付した事件




（議事日程に同じ）




～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○副議長（辺野喜　英興君）

　これより、本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配付してある議事日程第３号のとおりであります。諸般の報告をいたします。

　２月７日付、全国町村議会議長会会長　山田宗一　並びに、５月１４日付沖縄市町村議会議長会会長　平　政也から、本市議会は優良議会として表彰されました。また、２月７日付　議員１５年以上在職した功績に対し、全国町村議会議長会会長　山田宗一　から、又吉久正君、喜久山朝重君、渡口麗秀君、以上３君が表彰されましたことを報告いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○副議長（辺野喜　英興君）

日程第１　会議録署名議員の指名　を行ないます。

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長において瀬長フミ君、黒潮隆君　を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○平良　真次郎君

　動議を提出いたします。今期議会臨時会の会期を５月２８日までの７日間延長することを求めます。理由といたしましては、議案第３６号　議決内容の一部変更についての借入れの問題について前回１週間の会期延長をいたしましたが、琉銀を含むその他市中銀行についても十分折衝してもらうことにして、会期をさらに１週間延長いたしまして当局は積極的にこの問題に対してやつてもらうということであります。（「異議なし」というものあり）







○副議長（辺野喜　英興君）

　ただいま平良真次郎君から今期臨時会の会期を５月２８日まで７日間延長されたいとの動議が提出され、所定の賛成者がありますので動議は成立いたしました。

　おはかりいたします。この際本動議を日程に追加し、議題とすることにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり。）







○副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて、この際本動議を日程に追加し、議題とすることに決しました。

　本動議を議題といたします。







○副議長（辺野喜　英興君）

　おはかりいたします。本動議のとおり決することにご異議ありませんか。（「異議なし」というものあり）









○副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて今期臨時会の会期は５月２８日まで７日間延長されたいとの動議は、可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～

○副議長（辺野喜　英興君）

本日はこれにて散会いたします。






（午後１２時４７分散会）

～～～～～～～～～～～～～～～～













上会議録を調整し署名する。










１９６９年５月２１日







議長　　　　高良一　　　㊞

副議長　　　辺野喜英興　㊞

署名議員　　瀬長フミ　　㊞

署名議員　　黒潮隆　　　㊞












第111回那覇市議会会議録







臨時会

５月２８日（第４日目・水曜日）





１９６９年第１１１回那覇市議会会議録臨時会







○５月２８日（第４日）

	（午前１０時１５分　開議）

	（午後１２時０７分　散会）












○出席議員（２４名）











	　２番
	椿秀義君
	１６番
	仲本安一君


	　３番
	大浜長弘君
	１７番
	金城吾郎君


	　４番
	喜舎場盛一君
	１８番
	大山盛幸君


	　５番
	山川正平君
	１９番
	又吉久正君


	　６番
	儀間真祥君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　７番
	瀬長フミ君
	２１番
	金城重正君


	　８番
	黒潮隆君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	　９番
	友利栄吉君
	２３番
	喜久山朝重君


	１０番
	吉浜朝一君
	２７番
	比嘉朝四郎君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２８番
	平良亀助君


	１２番
	金城庄瑞君
	２９番
	辺野喜英興君


	１４番
	宮良永昌君


	１５番
	久高友敏君




○欠席議員（５名）


	　１番
	安見福寿君
	２５番
	高良一君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２６番
	比嘉佑直君


	２４番
	平良真次郎君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









○　説明員


	第一助役
	稲嶺成珍君


	第二助役
	前田武行君


	市長公室長
	平良清安君


	総務部長
	親泊康晴君


	財政部長
	伊波静男君


	建設部長
	水間平君


	土木部長
	内間安春君


	水道局長
	佐久川寛貞君


	消防長
	具志清一君


	秘書課長
	伊礼孝君


	主計課長
	平山登君


	港湾建設事務所長
	上原一男君


	水道局総務課長
	又吉盛弘君


	水道局経理課長
	比嘉良男君




～～～～～～～～～～～～～～～



○事務局出席者


	局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君


	調査係長
	亀島美一君


	議事係長
	永山盛広君


	　
	　


	記録係長
	山城正信君


	主事補
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～～









１９６９年第１１１回那覇市議会臨時会議事日程第４号




１９６９年５月２８日（水曜）午前１０時開議










第１　　　会議録署名議員の指名

第２　　　議案第３６号の一部訂正について

（市長提出）

～～～～～～～～～～～～～～～～

○会議に付した事件




（議事日程に同じ）




～～～～～～～～～～～～～～～～



○副議長（辺野喜　英興君）

　これより本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配付してある議事日程第４号のとおりであります。

　諸般の報告をいたします。５月２７日付　那総総第３，５８８号議案の一部を訂正することについて、市長から申し入れ書が提出されておりました。

　訂正議案は、お手元に配付してあります。

～～～～～～～～～～～～～～～～









○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第１　会議録署名議員の指名を行ないます。

　会議録署名議員は、吉浜朝一君、金城庄瑞君　を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～






○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第２、議案第３６号の一部訂正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。




○第一助役（稲嶺　成珍君）

　議案第３６号　議決内容の一部変更についての議案訂正について、御説明申し上げます。

　本案は第４次泊・安謝間公有水面埋立事業債の利率を変更する議案でありますが、借入れ先の琉球銀行と協議の結果借入れ利率を年８．３９５パーセントとすることに決定して、今臨時議会に提案し、御審議をいただいているのでありますが、琉球銀行と再折衝いたしましたところ、年８.２８５５パーセント、すなわち日歩０．００２２７パーセントで借入れることができましたので、第３６号議案中変更する利率年８．３９５パーセントとあるのを、年８．２８５５パーセントに訂正いたします。

　なお、利率訂正によつて現在審議中の利率と比較すると年０．１０９５パーセント、すなわち日歩０．０００３パーセント、利息負担総額で約２２，７００ドル軽減されることになります。

　よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。




○副議長（辺野喜　英興君）

　質疑に入ります前にこのことについては再三会期を延長いたしまして総務委員会で突つ込んで質疑をしており、さらに昨日総務委員会を開いて検討いたし、さらにきよう委員会を開いてのち本会議を開くということでございます。そこで質疑を終結し議案第３６号の一部訂正についての差しかえを承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり。）




○副議長（辺野喜　英興君）






○副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて議案第３６号の一部訂正については承認されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～










○副議長（辺野喜　英興君）

　質疑を終結し直ちに総務委員会を開催いたします。１１時再会いたします。休憩します。

	（午前１０時２０分　休憩）

	（午前１１時０３分　再開）










○副議長（辺野喜　英興君）

　総務委員会が土壇場に来ておかしくなりましたのでまだ結論が出ておりません。休憩します。

	（午前１１時０４分　休憩）

	（午後１２時０７分　再開）










○副議長（辺野喜　英興君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。　おはかりいたします。会期の延長を日程に追加し、議題といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。（「異議なし」というものあり）







○副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて会期の延長を日程に追加し、議題とすることに決しました。

　会期の延長を議題といたします。

　おはかりいたします。

今期臨時会の会期は、本日までと議決されておりますが、議事の都合により会期を５月２９日まで１日間延長いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）









○副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて会期は５月２９日まで１日間延長することに決しました。







○副議長（辺野喜　英興君）

　本日はこれで会議を閉じることにいたします。



（午後１２時０７分　散会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～










上会議録を調整し署名する。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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～～～～～～～～～～～～～～



○事務局出席者


	局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君
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～～～～～～～～～～～～～～












１９６９年第１１１回那覇市議会臨時会議事日程第５号







１９６９年５月２９日（木曜）午前１０時開議










第１　　　　会議録署名議員の指名




追加第１　　議案第３６号　議決内容の一部変更について

（総務委員長審査報告）

追加第２　　議案第３７号　議決内容の一部変更について

（総務委員長審査報告）

追加第３　　議案第３８号　１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算

（総務委員長審査報告）

～～～～～～～～～～～～～～～～










○会議に付した事件




（議事日程に同じ）




～～～～～～～～～～～～～～～～









１９６９年５月２９日







那覇市議会議長

高良一　殿

総務委員会副委員長

金城重正

委員会審査報告書




　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したから、会議規則第７３条の規定により報告します。

記






	事件の番号

	件名

	議決の結果




	議案第３６号

	議決内容の一部変更について

	可決すべきものと決定




	　〃第３７号

	議決内容の一部変更について

	〃




	　〃第３８号

	１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算

	〃











～～～～～～～～～～～～～～～～




○副議長（辺野喜　英興君）

　これより、本日の会議を開きます。本日の日程は、お手元に配付してある議事日程第５号のとおりであります。






○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第１「会議録署名議員の指名」を行ないます。

　会議録署名議員は、金城庄瑞君、仲宗根昌弘君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～







○副議長（辺野喜　英興君）

　休憩いたします。

	（午前１０時０７分　休憩）

	（午前１０時３１分　再開）












○副議長（辺野喜　英興君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。

　おはかりいたします。ただいま総務副委員長から

「議案第３６号　議決内容の一部変更について」

「議案第３７号　議決内容の一部変更について」

「議案第３８号　１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算」

について委員会審査報告書が提出されました。

　この際この３件の事件を日程に追加し、議題といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）







○副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて、この際「議案第３６号　議決内容の一部変更について」「議案第３７号　議決内容の一部変更について」「議案第３８号　１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算」以上３件を日程に追加し、議題とすることに決しました。

～～～～～～～～～～～～～～～～







○副議長（辺野喜　英興君）

　追加第１「議案第３６号　議決内容の一部変更について」から、追加第３「議案第３８号　１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算」まで一括議題といたします。

総務副委員長の審査報告を求めます。









○総務副委員長（金城　重正君）

　議案第３６号「議決内容の一部変更について」、議案第３７号「議決内容の一部変更について」、議案第３８号「１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算」以上３件については関連しておりますので、一括して本委員会の審査の結果を報告いたします。

　議案第３６号につきましては、年間利息８．０３％（日歩２銭２厘）で借り入れることになつているが、琉球銀行としては、手持資金不足のため、そのうち２００万ドルについては外国銀行から借り入れて市に融資することになつているが、琉球銀行に借り入れ申し込みをしてから約１カ年経過しておりその間国際金利の引き上げ等により、琉球銀行としては当初の借り入れ見込みの年間利率７．５％を９．５％に変更することになつたため、その差額が２２万５千ドルになつている。

　この２２万５千ドルのうち、７４，２３３ドルは市が負担し、琉銀が１５０，０００ドルのマイナスになるという当局説明であります。

　これに対し、各委員活発なる質疑を交わしたのでありますが、その主なるものを申しあげますと、琉球銀行が外国銀行ＭＨＴＣ（マニフアクチヤ一　ハノーバー　トラスト　カンパニー）から２００万ドルを年間利率９．５％（日歩２銭６厘）で借り入れて市に融資するということだが、市中銀行の借り入れ利率と比較してもあまりに高すぎる。従つて市の財政に７４，２３３ドルもしわよせされているが、この２００万ドルについては、沖縄内にある他の銀行から融資できないか、あるいは日本本土の銀行と沖縄の銀行が提携してもつと低い利率で借り入れできるようにすべきではないか。ということに対し、琉球銀行としても、外国銀行（ＭＨＴＣ）から２００万ドルを借り入れる前に日本本土の取引先銀行およびアメリカの銀行等にも融資が受けられるよう折衝したが、金額が大きく長期貸付であるので借り入れができず、やむなく高い利率でＭＨＴＣより借り入れざるを得なかつたということであり、また琉球銀行は、２００万ドルの確保料として未だ借り入れてないのに毎月１，０００ドルも外国銀行（ＭＨＴＣ）に支払い、これまでに１万ドル以上も支払つているということである。

　また、市当局としては、琉球銀行より５００万ドルの融資についての保証書もとつてあるので、他の銀行から借り入れることはできない。一応５００万ドルの資金枠の財政計画をたててあり、どうしても８．０３％の利率で借り入れざるを得なかつたという説明であります。

　次に琉球銀行は１５万ドルもマイナスになるということについては、５００万ドルのうち３００万ドルについては、普通どおり７．６６５％（日歩２銭１厘）の利率で外国銀行から借り入れる２００万ドルについては、９．５％（日歩２銭６厘）の利率で那覇市に貸しつけるということであり、これをプールにすると８．３９５％（日歩２銭３厘）の利率になり、琉球銀行としては何等マイナスにはならず、実質的にはこの利率の変更により市が７４，２３３ドルを負担するということが質疑の中から判明したのであります。

　次に、琉球銀行の手持資金の３００万ドル分だけで埋立工事をし、２００万ドルについては、その後で安い利率で借り入れて埋立工事はできないか、ということに対して当局の説明は、分割して埋立工事をすると仮護岸に莫大な費用がかかり、また人件費も毎年高騰しており、さらに借り入れ利率の面から工事単価が高くかかるので一括して埋立工事を施行する。ということであります。

　なお、委員会としては本案の借り入れ利率については未だ折衝の余地があるということで７日間の会期延長をしたのでありますが、さらに当局に琉球銀行も含めて市中銀行とも強力に折衝してもらうよう７日間、計１４日間の会期延長がなされたわけであります。

　その結果、当局は市中銀行とも折衝したということでありますが、各市中銀行の資金の都合上、５００万ドルの借り入れはできなかつたということでありますが、琉球銀行と折衝の結果、従来同銀行より借り入れる５００万ドルの年間利率８．３９５％（日歩２銭３厘）を８．２８５５％（日歩２銭２厘７毛）で借り入れることに話合いがついたということであります。この利率の変更により市の利息負担がこれまでより２２，７６８ドルの減額となります。なお、この５００万ドルの借り替えについては、７１年度以降金融事情が好転すれば政府資金運用部より融資できるよう検討するということで行政主席と話し合いがついているということであります。

結論としまして委員会は、当局の説明を了承し、議案第３６号、議案第３７号、議案第３８号については、それぞれ全会一致原案どおり可決すべきものと決定いたしました。よろしく各位のご賛同をお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～







○副議長（辺野喜　英興君）

　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。

（「質疑なし」というものあり）







○副議長（辺野喜　英興君）

　質疑終結し討論に入ります。






○黒潮　隆君

　ただいま議題になつております議案第３６号および３７号、３８号、一括して上程されておる議案に対して討論を行ないたいと思います。

　これまで西銘市長から提案され去年の４月の臨時議会で利率の引き上げのための議案の一部変更について私たちは反対してまいりました。ところが今度平良市長から提案されている同じ内容の議案について、賛成するに当つて沖縄人民党の見解を申し述べて賛成討論にしたいと思います。結論から申し上げますと、先ほどの委員長報告にありましたように全会一致私たちも賛成したわけであります。そこで理由を３点ぐらいに挙げたいと思います。なぜこのようにべらぼうな高い利子で借りなければならないかという点でございます。これは質疑の中でも明らかにされておりますが、ベトナム侵略戦争の敗退それからくるドル危機、ドル防衛政策の押しつけだとみております。

そのためにアメリカ金融独占支配の再編成からくるものだと考えます。そこで私たちとしては、これまで三大選挙でも県民に約束してきたとおり、沖縄経済を自主的に平和的に発展させるための政策を発表してきたわけでございます。その基本としてはアメリカが奪つたものをすべて返えせ、つまり沖縄の土地をはじめ、国県有地、さらに水道公社の民移管、水源を返えせ、琉球銀行の民移管はもちろん電力公社の民移管、そういうものを返えせ、というふうな要求と、さらにこれまで沖縄県民に与えてきた損害の賠償を出せというふうな要求であります。また日本政府に対しては国民的な権利を主張していく、つまり沖縄の経済発展、国土開発については当然日本政府の責任においてなすべきだと、つまり国県支出金を出すべきだということであります。

　那覇市の復興についても戦災復興特別臨時措置法を適用して、那覇市の復興をなすべきだというふうなのが基本的な政策で、アメリカの金融独占支配植民地支配には反対するというのが基本的な政策で、現在でもそれは変わらないわけでございます。

　ところでこの議案が那覇新港建設と関係する議案でありますので、そのアメリカの金融支配に反対し高い利子では借りないという１点だけで主張した場合に、新港建設ができなくなるわけでございます。私たちは新港建設に反対してはいないわけです。ところがこの新港湾建設に当つても大きな問題があると思います。つまりなぜ那覇市があわてて新港をつくらなければならないか、もちろん西銘市長時代に計画され進められたのを平良市長が引き継いで行なつているわけでございますが、これは那覇港、泊港のバース難から県民が大きな被害を受けているということでございます。しかしこの那覇港が軍港として取りあげられ、その中でも軍事優先政策がとられて貨物船の場合は４、５日も沖待ちさせられる、あるいは客船の場合でも出航時間が遅れるというふうなのがたびたび出ております。これは那覇港を取り返えせば当分の間、バース難というのは解消されるんじやないか、従つてあわてて高い利子を借りてまでやる必要はないというふうなことも考えられます。。しかし那覇軍港を返えせという要求を掲げて戦いを進める場合でも、それがきようあすにできる問題ではないわけでございます。従つてそれまで待つというのは県民に大きな被害を与えるということになります。

　そこで、この新港を作くる場合にも、先般日本政府が発表しておる沖縄返還が間近いということで、その返還の代償として、沖縄防衛計画というものを発表しております。その中に沖縄に自衛隊を２，０００人から３，０００人を常駐させ、日米合同で管理していくというふうな計画が出されて、その中には読谷に基地をつくるとか、あるいは港湾を管理するというふうな方針が出されております。そうするとせつかく商港としてつくられる那覇新港が自衛隊の基地になるというふうな危険性をはらんでいるわけでございます。

　さらにその港をつくることによつて、今半分は琉球政府が管理しておる那覇港がアメリカに全部使われるという危険性も出てくるわけでございます。そういうものもいろいろ検討してまいりましたが、結論としてはこの那覇新港を那覇市が管理するということが日本政府、琉球政府の話し合いによつて決定されており、従つて革新琉球政府、革新那覇市政の下で十分こういう軍港化するものに反対して戦つていける基盤ができているというふうに私たちは考えます。

　さらに先ほどの委員長報告にもありましたとおり、２週間も引き延ばして折衝した結果２万２，７６８ドルという利息を引き下げさせることに、当局、議会が一体となつて一定の成果を挙げたということと、アメリカの金融支配の意図をひとつびとつ取除く努力がされているということでございます。それは去年の１０月西銘市長に琉球銀行から出した保証書の中に、安謝埋立工事、新港建設に当つて融資の条件として入札する場合、琉球銀行の承認を得るというふうな条文が入つていました。それを今度の借入れをするときに削らせることに成功したわけでございます。

　そういつたものの前進、一定の成果の上に立つて今後支払い期限の半ばであつても、本土政府から長期無利子、あるいは長期低利、先ほどの報告にあつつたような政府の運用部資金等を借入れそれでもつて払つていくことができるような態勢ができ上つているんだというふうな立場から賛成することになつたわけでございます。以上であります。







○副議長（辺野喜　英興君）

　討論を終結し採決に入ります。日程追加第１、議案第３６号　議決内容の一部変更について、ただいまの委員長報告どおり可決することにご賛成の方のご起立を求めます。









○副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり可決されました。




～～～～～～～～～～～～～～～～




○副議長（辺野喜　英興君）

　日程追加第２、議案第３７号　議決内容の一部変更について、委員長報告どおり可決することにご賛成の方ご起立を求めます。







○副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～







○副議長（辺野喜　英興君）

　日程追加第３、議案第３８号　１９６９年度那覇市歳入歳出更正予算について、委員長報告どおり可決することにご賛成の方ご起立を求めます。







○副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～







○副議長（辺野喜　英興君）

　この際諸般の報告をいたします。５月２７日付、那総々発第３，６０１号をもつて、市町村自治法第１１５条第１項の規定により専決処分した事件の報告第２号、報告第３号が市長から送付されておりました。報告書はお手元に配付してあります。




○副議長（辺野喜　英興君）

　これにて　１９６９年第１１１回那覇市議会臨時会を閉会いたします。



（午前　１０時５０分閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～







上会議録を調整し署名する。







１９６９年５月２９日







議長　　　　高良一　　　㊞







副議長　　辺野喜英興　　㊞







署名議員　　金城庄瑞　　㊞







署名議員　　仲宗根昌弘　㊞












第112回那覇市議会会議録







臨時会








那覇市告示第　２７　号

１９６９年５月３０日







　第１１２回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。










那覇市長　平良良松













１．　日時　　　　　　　１９６９年６月２日（月）午前１０時




２．　場所　　　　　　　那覇市議会議場




３．　付議事件




工事請負契約について







第１１２回那覇市議会臨時会会期日程







自至　１９６９年６月２日　１日間






	月

	日

	曜

	種別

	日程

	備考




	６

	２

	月

	本会議

	議案上程・説明聴取・質疑・討論・表決

	

















第112回那覇市議会会議録




臨時会







上程案件







議案第４０号







工事請負契約について







次のとおり工事請負契約を締結する。







１９６９年６月２日提出







那覇市長　平良良松







１．契約の目的　　　第４次泊・安謝間公有水面埋立工事（１工区）




２．契約の方法　　　指名競争入札




３．契約金額　　　　２，６２５，８００ドル




４．工期　　　　　　議決の日から１９７１年４月３０日まで




５．契約の相手方　　浦添村字牧港１，２６２番地




合資会社大城重機

代表者　大城永善







（提案理由）

　商業および工業地域として、第４次埋立工事を施工したいので、この案を提出する。







（参考資料）

工事請負仮契約書







１．工事名　　　　第４次泊・安謝間公有水面埋立工事（１工区）

２．工事場所　　　安謝地内

３．工期　　　　　議決の日から１９７１年４月３０日まで

４．請負代金額　　２，６２５，８００ドル

５．契約保証金　　７８，７７４ドル

　上記工事の請負について、那覇市長平良良松（以下「甲」という。）と合資会社大城重機代表者大城永善（以下「乙」という。）との間に次のとおり契約を締結する。

第１条　乙は、別冊図面および仕様書（現場説明等含む。）に基づき頭書の請負代金額をもつて頭書の工期内に頭書の工事を完成しなければならない。

２　図面および仕様書に明示されていないもの、または図面と仕様書の交互符合しないものがあるときは、甲乙協議して定める。ただし、軽微なものについては、第４条に規定する監督員の指示にしたがうものとする。

３　乙は、図面および仕様書に基づく工事費内訳明細書および工程表を３部作成し、議決の日から５日以内に甲に提出しなければならない。

４　甲は、前項の工事費内訳明細書および工程表の提出を受けたときは、ただちにこれを審査し、不適当と認めたときは、その理由を明示し、期日を指定して再提出を求め、適当と認めたときは、承認を与えなければならない。

５　乙は、議決の日から１０日以内に工事に着手しなければならない。

第２条　乙は、この契約によつて生ずる権利もしくは義務を第三者に譲渡し、または承継させてはならない。ただし、書面により甲の承諾を得た場合は、この限りでない。

第３条　乙は、この契約の履行について、工事の全部を一括して第三者に委任し、もしくは請け負わせてはならない。ただし、あらかじめ甲の書面による承認を得た場合はこの限りでない。

第４条　甲は、乙の工事施行について、自己に代つて監督し、または指示する監督員を定め、乙に通知する。

２　監督員は、この契約書、図面または仕様書に定められた事項の範囲内において、次の各号の職務を行なう。

（１）工事施行に立ち会いまたは必要な監督を行ない、もしくは第５条に規定する乙の現場代理人に対して指示を与えること。

（２）工事用材料または工作物の検査もしくは試験を行なうこと。

第５条　乙は、現場代理人および工事現場における工事施行の技術上の管理をつかさどる専任の主任技術者を定め、あらかじめ甲に文書をもつて通知しなければならない。

２　前項の現場代理人と主任技術者とは、これを兼ねることができない。

３　乙の現場代理人および主任技術者は、工事現場に常駐し、監督員の指示にしたがい、工事現場の取締りおよび工事に関するいつさいの事項を処理しなければならない。

第６条　監督員は、乙の現場代理人、主任技術者、使用人または労務者について、工事の施行または管理につき著しく不適当と認められる者があるときは、その理由を明示し、乙に対してその交代を求めることができる。

第７条　工事に使用する材料について、品質または、品等があきらかでないものについては、それぞれの中等以上のものとする。

２　工事に使用する材料は、使用前に監督員の検査を受け合格したものでなければ使用することができない。

３　監督員は、乙から前項の規定による検査を求められたときは、ただちにこれに応じなければならない。

４　前項の材料を検査するために直接必要な経費は、乙の負担とする。

５　検査の結果不合格と決定した材料については、乙は監督員の指図により遅滞なくこれを工事現場から搬出しなければならない。

６　乙は、工事に使用する材料のうち調合を要するものについては、監督員の立ち会いを得て調合したものでなければ、これを使用してはならない。

７　乙は、監督員の承認を受けなければ、工事現場に搬入した検査済材料を持ち出してはならない。

第８条　乙は、工事が完成したときは、甲に工事完成届を提出しなければならない。

２　甲は乙から前項の工事完成届けを受理したときは、その日から１５日以内に検査を行ない検査に合格したときは、その旨乙に通知し、同時にその引渡しを受けるものとする。

３　前項の規定により検査を受けるときは、乙またはその代理人は立ち会わなければならない。この場合において、これらの者が立ち会わないときは、検査の結果について異議の申し立てをすることができない。

４　第２項の検査に合格しないときは、乙は甲の指示する期間内に補修または改造して甲の再検査を受けなければならない。この場合における再検査の期日は、甲が乙から補修または改造を終了した旨の通知を受けた日から１４日以内とする。

第９条　請負代金は、前条の検査に合格し引渡しを終了したとき、那覇市会計課において支払うものとする。

２　乙は、工事完成前に出来高部分に対する部分払いの請求をすることができる。ただし、この請求は工事中１１回を越えることはできない。

３　既済部分に対する所有権は甲に移転するが、その危険負担は、目的物の完成引渡しまでは乙に属するものとする。

第１０条　甲は、前条第２項の請求を受けたときは出来高検査調書に基づいてその代価の１０分の９以内の金額を支払うものとする。

第１１条　前条の規定により支払われた請負代金は、この請負工事に直接必要な経費以外に充当してはならない。

第１２条　正当な理由により頭書の工期内に工事を完成することができないときは、乙は甲に対して、その理由を付して工期の延長を求めることができる。ただし、その延長日数は甲乙協議して定めるものとする。

第１３条　乙の責めに帰すべき理由により、頭書の工期内に工事を完成することができない場合において、期限後に完成する見込みがあると認めたときは甲は遅延違約金を懲収して工期を延長することができる。

２　前項の遅延違約金は、遅延日数１日につき遅延部分に相当する代価の１０００分の３とする。

３　前項の遅延違約金は、請負代金支払いの際、甲に支払うものとし、なお、不足する場合は甲の指定する期日までに納付するものとする。

第１４条　甲は必要がある場合には工事の内容を変更し、もしくは工事を一時中止し、またはこれを打ち切ることができる。この場合において、請負代金額または工期を変更する必要があるときは、甲乙協議して書面によりこれを定めるものとする。

２　前項の場合において、乙が損害を受けたときは、甲はその損害を賠償し、その額は甲乙協議して定めるものとする。

第１５条　甲は、乙が次の各号の一に該当するときは契約を解除することができる。この場合において契約保証金は甲に帰属する。

（１）契約の締結または義務の履行について不正の行為があつたとき。

（２）正当な理由がなくて着手期日を過ぎても工事に着手しないとき。

（３）工事が工程表より著しく遅れ、工期内または期限後相当期間内に工事が完成する見込みがないと認められるとき。

（４）検査監督に際し、係員の指揮監督にしたがわず、または職務の執行を妨げたとき。

（５）前各号のほか、乙が契約事項に違反し、その違反によつて契約の目的を達することができないとき。

第１６条　乙は、工事施行について、第三者に損害を及ぼしたときは、その賠償の責めを負う。ただし、甲の責めに帰する理由による場合は、甲がその責めを負うものとする。

第１７条　甲は、第８条に規定する引渡しの日から１年間、乙に対し工事目的物のかしの補修、またはそのかしによつて生じた滅失もしくは、き損に対して損害の賠償を請求することができる。ただし、その期間は土地の工作物（石造、コンクリート造、れんが造または金属造の工作物を含む。）および地盤のかしについては、これを５年とする。

第１８条　この契約の履行については、この契約書に定める事項のほか工事その他の請負契約条例（１９５３年那覇市条例第４６号）その他関係法規を適用するものとする。

第１９条　この契約に関して甲と乙との間に意見の相違が生じたときは、甲乙協議のうえ定めるものとする。

第２０条　この仮契約は後日議会の議決を得たときに有効とし、この仮契約をもつて本契約とする。







　この契約を証するため本書２通作成し、双方が記名押印して、各自がその１通を所持する。










１９６９年５月３０日







甲　那覇市長　平良良松




浦添村字牧港１，２６２番地

乙　合資会社大城重機

代表者　　　大城永善












第112回那覇市議会会議録







臨時会










上程案件

処理結果







第１１２回那覇市議会（臨時会）処理結果







開催年月日　１９６９年６月２日

会期　　　　　　１日間










１９６９年６月２日







１．本会議

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり






	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	69

	6

	2

	


	会議録署名議員の指名について

	議長

	１４番議員

１５番議員




	〃

	〃

	〃

	


	会期の決定

	〃

	１日間




	〃

	〃

	〃

	40

	工事請負契約について

	市長

	同意
















第112回那覇市議会会議録







臨時会




６月２日（月曜日・１日間）





１９６９年第１１２回那覇市議会会議録（臨時会）







○６月２日（第１日）

	（午前１０時０６分　開議）

	（午前１１時３１分　閉会）















○出席議員（２８名）


	　１番
	安見福寿君
	１５番
	久高友敏君


	　２番
	椿秀義君
	１６番
	仲本安一君


	　３番
	大浜長弘君
	１７番
	金城吾郎君


	　４番
	喜舎場盛一君
	１８番
	大山盛幸君


	　５番
	山川正平君
	１９番
	又吉久正君


	　６番
	儀間真祥君
	２０番
	赤嶺慎英君


	　７番
	瀬長フミ君
	２１番
	金城重正君


	　８番
	黒潮隆君
	２２番
	赤嶺保三郎君


	　９番
	友利栄吉君
	２３番
	喜久山朝重君


	１０番
	吉浜朝一君
	２４番
	平良真次郎君


	１１番
	真栄城嘉園君
	２６番
	比嘉佑直君


	１２番
	金城庄瑞君
	２７番
	比嘉朝四郎君


	１３番
	仲宗根昌弘君
	２８番
	平良亀助君


	１４番
	宮良永昌君
	２９番
	辺野喜英興君










○欠席議員（１名）








	２５番
	高良一君
	

	





～～～～～～～～～～～～～～～～









○　説明員


	市長
	平良良松君


	第一助役
	稲嶺成珍君


	第二助役
	前田武行君


	市長公室長
	平良清安君


	総務部長
	親泊康晴君


	経済民生部長
	平良浩君


	財政部長
	伊波静男君


	土木部長
	内間安春君


	水道局長
	佐久川寛貞君


	消防長
	具志清一君


	土木課長
	宮城光徳君


	主計課長
	平山登君


	秘書課長
	伊礼孝君


	総務課長
	石川源三君




～～～～～～～～～～～～～～～



○　事務局出席者


	局長
	義永栄善君


	庶務課長
	玉城三郎君


	議事課長
	新垣襄二君


	調査係長
	亀島美一君


	議事係長
	永山盛広君


	　
	　


	記録係長
	山城正信君


	主事補
	徳村政保君




～～～～～～～～～～～～～～












１９６９年第１１２回那覇市議会臨時会議事日程第１号




１９６９年６月２日（日）午前１０時開議










第１　　　会議録署名議員の指名




第２　　　会期の決定




第３　　　議案第４０号　工事請負契約について

（市長提出）

～～～～～～～～～～～～







○会議に付した事件




（議事日程と同じ）




～～～～～～～～～～～～






○副議長（辺野喜　英興君）

　これより、１９６９年第１１２回那覇市議会臨時会を開会いたします。これより、本日の会議を開きます。

本日の日程は、お手元に配付してある議事日程第１号のとおりであります。諸般の報告をいたします。５月３０日付、市長から那総総第３，７１９号「第１１２回那覇市議会臨時会の招集について（通知）」

　５月３１日付　那総総第３，７２３号「議案の送付について」、那総総第３，７２７号「議案の説明者について」および

　５月２９日付　那総総第３，６６８号「採択になつた陳情の処理および結果について」文書が送付されておりました。

～～～～～～～～～～～～









○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第１　会議録署名議員の指名を行ないます。

会議録署名議員は、宮良永昌君、久高友敏君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～




○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第２「会期の決定」を議題といたします。おはかりいたします。

今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。

　これにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）









○副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。

よつて会期は、本日１日間と決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～







○副議長（辺野喜　英興君）

　日程第３　議案第４０号　工事請負契約について　を議題といたします。提案者の説明を求めます。






○第二助役（前田　武行君）

　議案第４０号の工事請負契約について提案理由をご説明申し上げます。泊・安謝間公有水面埋立事業は、商工業および住宅地域と港湾を含めまして１，３６５，６８１平方メートルを計画して、これを年次的に埋立を実施し、第１次の１９６３年から第３次の１９６７年までに合計３９２，５８０平方メートルの埋立を完了しております。残りの９７３，１０１平方メートルの内、今回の第４次埋立事業（第１工区）として、２５９，３５１平方メートルを埋立する予定であります。

　この工事は那覇新港建設の背後地としてもつとも重要な地区であり規模が大きいため、指名競争入札をもつて施行してゆくのが市にとつても有利であると考え、業者の選定にあたつては技術、信用度、会社の経営状態並びに当市における現在までの工事実績等に基づき調査検討した結果、１５社を選定指名し、５月３０日に指名競争入札に付したのであります。

　その結果お手元に配布してあります議案の通り落札者が決定、仮契約を締結したのであります。よろしくご審議のほどをお願いいたします。




○副議長（辺野喜　英興君）

ただいまの当局説明に対し質疑に入ります。






○安見　福寿君

　５００万ドルの借入れにあたりまして先の臨時議会の審議の過程において第４次と第５次を一緒にして工事を開始することが非常に得策であるという説明でありましたが、今回の提案は第４次の１工区だけの契約になつており前回の説明とは裏腹のように思われますがこの辺のいきさつをご説明願いたいと思います。






○土木部長（内間　安春君）

　なぜ今回の第４次埋立事業に対して１工区と２工区を別々の時期に入札するのかということでございますが、第２工区の入札が遅れた理由はその一つとしてこの埋立地域の中に現在くり舟の漁港施設がございます。その漁港施設を早目に移動しないと事実上第２工区の工事着手ができないということで第１工区の入札を急ぎまして、その漁港施設を早目に着手して移動させようというのが一つの理由であります。次の理由は、現在那覇新港の計画を進めておりますが、１９７０年度の事業箇所の調査あるいは設計にかかつておりその那覇新港の岸壁計画と密接な関連がございますのでその両方の設計の調整で多少時間がかかりまして入札が遅れたわけでございます。前の第４次埋立事業につきましては今会計年度で契約を終るわけでございます。従いまして第２工区の工事入札が多分６月の中旬になると思います。









○比嘉　朝四郎君

この埋立工事は都市計画の－環として工事を進めていると解釈しているが、以前の公会堂に関する契約議案は提出されなかつたのに今回これを提出したのはどういうわけか。






○第二助役（前田　武行君）

　公会堂の請負契約についてはなぜ議会の承認を得なかつたのか。ところがなぜ本議案については議会の承認を得なければならないのか、いずれも同じではないかということでございますが、公会堂はご承知のように都計事業で政府の認可を得ておりますし本件は公有水面埋立としての認可を得ております。都計事業としての認可は得ておりません。そこで公会堂は都計事業で政府からの機関委任事務であるのでそのような考え方に基いて議会の議決を必要としませんが、今回は都計事業の認可を得ておりませんので、本件に関しては議会の議決を得るのが相当であるというわけで提案した次第でございます。







○比嘉　朝四郎君

　都市計画事業の認可を得てないということですか。







○第二助役（前田　武行君）

　埋立工事については。









○喜舎場　盛一君

　第２工区ですが、先程土木部長から説明がありましたが、くり舟漁業の舟たまり場をどのように設置するのか。先だつても第３次埋立地のどこかにもつてゆくとか、あるいは第４次埋立の中においてそれを作るというようなことでしたが、今回はその舟たまり場の場所がはつきりしているのかこれをお伺いいたします。






○土木部長（内間　安春君）

　舟たまり場を新しく設ける場所の問題でございますが、これは、第１、第２、第３、第４案を作りましていろいろ比較検討してさらに関係者とも調整いたしました結果、工費あるいはまた事業費、支出面、経理上の問題といろいろございまして、第一案、すなわち当初計画した場所に移動するように決定いたしました。なお施設の面につきましては、その地域は先端部分にあたりますので波浪が高く、あるいは港湾への出入が難しいということで防波堤を追加してございます。さらに造船所のふなあげ場がございましたが、その分に対してはいろいろな条件で具合が悪いということでその分を除きまして、ほかの漁港区域にその分は施設計画をたてるように調整してございます。






○又吉　久正君

　本議案の参考資料第１条には別冊図面としてありますけれども別冊はついてない。さらに普通は坪数そういつたものが添付されているがそれも入つてない。図面もなにもついてない。そうなると議会で審議する場合に非常に困る。一つ一つ質問しなければわからないがどういうわけで契約書に織り込まなかつたのか。その点について一つお伺いいたします。






○土木部長（内間　安春君）

　お答えいたします。契約書の第１条、乙は別冊図面および仕様書に基づき頭書の請負代金額をもつて頭書の工期内に頭書の工事を完成しなければならないと規定してございます。これは一応業者に対する契約条件になりまして今までの条項と変わりございません。ただ本議案に添付してないのは図面が相当尨大になりますし、さらに仕様書も相当尨大でございますので、またこれはあくまでも市と業者の相方による契約、入札条件の書類でございますので添付してございません。




○又吉　久正君

　ただいまの説明では契約書だから図面も添付してないということでございますが、普通は従来の議案は添付されております。このままですと議会では何を審議していいかわかりません。だから本員は質問しているのです。前任者のときもこういうことがあつたんです。そこで前任者のときもつけてもらおうということでつけてもらつてます。それがないと一つ一つ質問しなければなりません。図面があればわかるわけでございます。要望いたします。

（「そういう意味において委員会付託」というものあり）

（「ここでごちやごちやするよりも委員会で審査したほうがいいですよ」というものあり）




○副議長（辺野喜　英興君）

　休憩します。午前１１時半再開いたします。

	（午前１０時３０分休憩）

	（午前１１時３０分再開）







○副議長（辺野喜　英興君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。質疑終結し討論に入ります。

（「討論なし」という者あり）




○副議長（辺野喜　英興君）

　討論終結し採決に入ります。日程第３　議案第４０号　工事請負契約については原案どおり同意することにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）






○副議長（辺野喜　英興君）

　ご異議なしと認めます。よつて本案は同意されました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○副議長（辺野喜　英興君）

　これにて１９６９年第１１２回那覇市議会臨時会を閉会いたします。






（午前１１時３１分閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～










上記会議録を調整し署名する。




１９６９年６月２日




議長　　　　高良一　　　㊞




副議長　　　辺野喜英興　㊞




署名議員　　宮良永昌　　㊞




署名議員　　久高友敏　　㊞
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